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Roxanaの 主 題 と 構 成
仙　 葉 　 　 　豊
I
DanielDefoeの最後 の本格 的小説 といわれるRoxana(1724)には、
その批評 上二 つの大 きな問題が ある。thematiccoherenceに関 して と、
不 自然 な物語 終末部 に関 しての二 つであ る。RobinsonCyusoe(1719)に
最 も典型 的 にあ らわれ る回心 のpatternがDefoeの小説の多 くに認め ら
D
れ るのは 多 くの批評家 の指摘 す るところである。新興中産階級に属す る人
物 が、そ の絶 えざる努力 と忍耐 で富 と成功 を勝 ち得てゆ く成功 談の裏には
神に 目覚 め、 過去 の悪業 を悟 り、 回心 に 到 るとい う宗教人的側面が 存在
し、 これ が前者 の経済人的側面 と常 にパ ラレルな関係 を もってすすんでゆ
くとい うわ けなのだ。
ところが 注 目す べ きことには、 この小論 で扱 うRoxana,それ とMoll
Flanders(1722)には、 この回心 のPatternとは正反対の堕落 のPattern
が見い 出 され る。Cyusoeが神指向的形式 を備 えてい るのに反 し、Moll,
Roxanaは悪魔 の誘惑 に よる主人公 の堕落の軌跡がそのchronologicalな
語 りの うちに み られるのだ。 獄 中での 回心が 見 られ るとい う意 味では、
MollはCrusoe的回心 のpatternにの っとってい るよ うに見 えるが、物
語 には終始一貫 して悪魔 の誘惑の イメー ジが濃厚 で、 む しろRoxanaの
如 きdamnedsoul的特徴 を持 ってい る。MollをCrusoe的神対富 の対
2)
立二元論で処理 したJ.A.Michieの議論が 、 回心後 のMollの曖昧 な宗
教的良心 を十分説明 しきれぬ よ うに見 え るのは、 このせいではないだろ う
か。 むしろのDefoeの 関心 が、人間 のdevilishな方 向にむか ってお り、
そのた めに回心のpatternが最 終的に 崩解 していった と考 えた方が 自然
ではないのか。
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Mollはさておいて、 この よ うな意味でRoxanaを眺めてみ ると、その
主 題構成 に悪魔指 向のpatternがみ られ る。 これをた どるのが この小論
の 目的の一つであ る。
さ らになぜ この小説 の結末 が唐突 で不 自然 にな ったのか とい う問題 。主
人公が救 いを受けねば、その逆 に神 の罰 を被 るのがpatternとしては 自然
で ある。Roxanaを完全 にdamnedsoulとして小説 当初 か らDefoeが
企図 して いた とす ると、 当然描かれて しか るべ きこの罰の部分が欠落 して
いるの はなぜか。 当時の読 者が これ を不 自然 に思い、Defoeの死後他 作者
の手 になる この部分 の 書 きた しが み られた とい う事実 を思 い起 して も、
3)
曖昧 な結末 で あ った ことが よ く分 る。 原 因は どこに あったのだろ うか。
thematiccoherenceが最終的 に崩 れて いった理由は、 これ も前述 の問題
と合せて考 えてみたい。
皿
富裕 な資産 を蕩 尽 した夫が、 ある日突然予告 な しに家出 し、以後 連絡 を
断つ。残 されたRoxanaは6才 にもな らぬ長女 を頭 に5人 の子供 を抱 え、
4)
その 日の 食 にも困 る程 の 窮状 に置 か れ ることにな る。 まず こ の よ う な
Roxanaの苦境 を救 って くれ ることにな る家主 のLandlordとの関係 を考
えみよ う。Roxanaの美貌 と才 智 に一 目惚 れの彼 は何 くれ とな くRoxana
と女中のAmyの 世話 をしたあげ くとうとう結婚の申 し込 みをす るに到 る
のだが、 ここでRoxanaは 良心 に 悩 まされ ることにな る。 これは当時の
婚姻法 とも関連が ある。Landlordは妻 と別居 中であ り、Roxanaは夫 が
蒸発 して しまった とはいえ、 当時のcommonlawで は7年 間配偶者 が音
の
信 不 通 の 状 態 に な らぬ 限 り は 再 婚 が 許 き れ て い な か っ た か ら、 こ の 両 人 の
結 婚 は 違 法 行 為 で あ りcaseofconscienceの点 か ら考 え る とadultryで
あ り、Roxana自 ら も認 め る よ う に"we_intheSenceoftheLaws,
bothofGodandourCountry,werenomorethantwoAdulterers,in
short,aWhoreandaRogue;..."(43)と な る か ら で あ る 。 結 末 的 に
は 神 の 法 の 人 の 法 も生 き る た め と い うNecessityには 一 歩 譲 ら ざ る を 得
6)
なか った わけであ るが 、 この ような二者択一 状況 におけ るRoxanaを力
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づ け、指 嗾 して ゆ くのがAmyで ある。"What,consenttolyewithhim
forBread?"(28)とRoxanaにつめ よられた時に も"Ihopeyouwon't
denyhim"(28)と答 え るが如 き彼女の現実主義的弁舌 は"Amyhadbut
toomuchRhetorickinthisCallse"(39)とRoxanaの認め るところ
で もあ る。彼 女のargumentの骨子 は他国(た ぶんフ ランス を指すので
あろ う)に おけ る法運用 の寛大 さを例 に とり、違法行為 まで を合法 化する
ことにあ り、 これはG.A.Starrのい うcasuistry的思考法 に あた るよ
うに思 わ れ る。
Why, I'll tell you Madam, says Amy, I sounded it as soon as I heard him 
speak, and it is very true  too  ; he calls you Widow, and such, indeed, you 
 are  ; for as my Master has left you so many Years, he is dead to be 
 sure  ; at least, he is dead to  you  ; he is no Husband, you are, ought to 
be free to marry who you  will  ; and his Wife being gone from him, and 
refuses to lye with him, then he is a single Man again, as much as  ever  ;
and tho' you cannot bring the Laws of the Land to join you together, 
yet one refusing to do the Office of a Wife, and the other of a Husband, 
you may certainly take another fairly. (36-37)
自己の経験 か らしてDefoeは、 苛酷 な法 の下 に 喘 ぐ人々へ の同情は十
二分 に持 っていたが、 作者 のRoxanaの撰 んだ 行為 に対 す る意見 は否定・
的 であった と解釈 すべ きであろ う。 作者が 一貫 して用 いて いるDevilの
イメージは、RoxanaがDevi1にあやつ られViceに 染 って ゆ く姿 を悪
例 として描 いてい るよ うに見 えるか らで ある。
   Had I now had my sences about me, and had my Reason not been 
overcome by the Powerful Attraction of so kind, so beneficent a Friend; 
had I consulted Conscience and Virtue, I shou'd have repell'd this Amy, 
however faithful and honest to me in other things, as a Viper, and 
Engine of the  Devil  ; I ought to have remembred that neither he or I, 
either by the Law of God or Man, cou'd come together, upon any other 
Terms than that of notorious  Adultery  : The ignorant Jade's Arguement, 
That he had brought me out of the Hands of the Devil, by which she 
meant the Devil of Poverty and Distress, shou'd have been a powerful
39
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Motive to me, not to Plunge myself into the Jaws of Hell, and into the 
power of the real Devil, in Recompence for that Deliverance ;  ... (38)
Roxanaにとってはamyの 意 見は全 く悪魔 の忠告 とい うに も等 しい も
のであった。"aViper,andEngineoftheDevil"とい う所以であ る。
彼女 の救 い主で あるLandlordでさえ、悪行へ の"Snare"(38)なので
あ り、"meerBaittotheDevil'sHook"(38)に見 られている。気 がす
すまぬなが ら"theNecessityofmypresentCircumstancesissuch,
thatIbelieveIshallyieldtohim"(40)とい う具合 に、 悪魔の誘惑
に負 け、生 きるた めに操 をすてて ゆ くRoxanaは、 しば らく後のAmyを
Landlordと無理矢理一緒 にす る場面では、 自己が完全 にDevilの分 身にロ
なって しま った ことを 意識す ることにな る。"Iwasnowbecomethe
Devil'sAgent,tomakeothersaswickedasmyself."(48)この よ う
にRoxanaはLandlordとの関係 にお いては、生 きるため とい うNecessity
とAmyのargumentと い う二っの強 力な 動機 か らその堕落の第一歩 を
踏 み出 してゆ くことにな ったのであ る。
さてLandlordがパ リで商用 申に盗賊 に惨殺 された後、異 国の釶 で困 り
果 てたRoxanaを 救 うの は某国のPr量nceであ り、 彼が 二番 目の相 手 と
な る。
I have given you the whole Detail of this Story, to lay it down as a black 
Scheme of the Way how Unhappy Women are ruin'd by Great  Men  ; for 
tho' Poverty and Want is an irresistible Temptation to the Poor, Vanity 
and Great Things are as irresistible to  others  ; to be courted by a Prince, 
who was first a Benefactor, then an  Admirer  ; to be call'd handsome, the 
finest Woman in France, and to be treated as a Woman fit for the Bed 
of a  prince  ;  ... (64-65)
"blackScheme"とい う言葉が よ く堕落 の 過程 を示 して いる。 さ らに
注 目すべ きは、 前 のエ ピソー ドではpovertyとい う絶対条件が あったの
に対 し、今度 はRoxanaは一万 ポン ドの大金 を手 にして いることであ る。
そ こで この 個 所 では 新たなmotiveとして、VanityとGreatThings
があげ られ るこ とになる。RoxanaのDevi1への感染度 がPoor-Poverty,
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Rich・Vanityとい う対句表現 の うちに容易 に読 み とれ るで あろ う。
... the Devil, who had found the Way to break-in upon me by one 
Temptation, easily master'd me now, by  another  ; and I gave myself up 
to a person, who, tho' a Man of high Dignity, was yet the most tempting 
and obliging, that ever I met with in my Life. (65)
さらに興 味 をひ くのは二人 の関係 の醸 し出す悪魔的雰 囲気 であ る。前の
エ ピソー ドに較 べ ると悪 の行為 に 対す る抑制力が薄れ、 何 かRoxanaは
魔 力に あやつ られ るが ご とくPrinceのいいな りになってい るよ うな感 じ
を与 える。PrinceをHobbesがLeviathanのうちでい うPrinceof
Darknessと解 し、Roxanaをそれに魅 入 られたwitchとは っき りい うの
は極端 にす ぎるか も知 れぬが 、次 のよ うな個所 には、両 者の こ惑的 、魔的
交感状態 が読 み とれ るのでは なか ろ うか。
Never Woman, in such a Station liv'd a Fortnight in so compleat a 
fullness of Humane  Delight  ; for to have the entire Possession of one of 
the most accomplish'd Princes in the World, and of the Politest, best 
bred  Man  ; to converse with him all Day, and, as he Profess'd, charm 
him all  Night  ; what could be more inexpressibly pleasing, and especially, 
to a Woman of a vast deal of Pride, as I  was  ? (68)
人 目を憚 るた め二人 は好んで 自分た ちを密室状態 に"shut-up"(67)し、
"Idol","Admirer"(70)と呼 びあし丶Prisonerになぞ らえて 遊 ぶので
あ る。誤解 を恐 れずい えば、Sabbat的雰 囲気 におけ る魔王 、 魔女 の密会
とで もいえそ うな気がす る。
次はDutchMerchantとの関係。Princeとの生活 で処理 に困 る程 の財
力 を得たRoxanaは 、今度は逆に盗 まれ ることが心配 にな る。
... (I) had now no more Temptation of Poverty ... to introduce Vice, 
but was grown not only well supply'd, but Rich, and not only Rich, but 
was very  Rich  ; in a word, richer than I knew how to think  of  ; for the 
Truth of it was, that thinking of it sometimes, almost distracted me, for 
want of knowing how to dispose of it, and for fear of losing it all again 
by some Cheat or Trick not knowing any body that I could commit the 
Trust of it to. (110)
47
Roxanaの主 題 と構 成
得た富 のた めに人間不信 に陥 って いるのであ る。パ リの地 でdevilishな
宝 石商人Jewの 手か ら逃が して くれた"Benefactor"であ り"Deliverer"
(135)でもあ るDutchMerchantが、 オランダで再会 のの ち求婚 した際、
嫌 いなわ けで もな く、ま して子供 もで きてい るのにニベ もな く拒絶 す る。
Roxanaの心 理背景には、 この富への依怙地 なまでの執着 があった 。 この
時 の彼女 の議 論が 有 名な ウーマ ンリブ論であ る。 当時の婚姻法では 妻 の
持 参金は すべて夫 の 財産 とされてお り、Roxanaは この不合理 な"the
oppositeCircumstancesofaWifeandWhore"(133)を説 きっっ 、
wifeの座 よ りも自由なmistressの方 を とる とい うの である。 当時の奴
隷的 ともいえる妻の座 を時代背景 として 考慮に入れ ると、作者Defoeが
Roxanaの意見 をそのまま肯定 して お り、近代女 権拡張論者の先駆 的存在
の
とみなされかねない程の迫力を備えているのがよく分る。
... But Infatuations are next to being possess'd of the  Devil  ; I was 
inflexible, and pretended to argue upon the point of a Woman's Liberty 
as  before  ;... (157)
だが このよ うな個所 を読 む と、Defoe自身は、Roxanaの意見 を悪 しき
もの とみな してい るのは明 らか で、satireの対象 として描 いている ことが
分 るだろ う。 主題 の展開か ら も、 彼女 の主張 に対 して 作者 はDevilの影
を背後にひそませ てい るのであ る。あ る一 つの観念 に凝 り固 ま り、他人の
意見 を 入れ る度量 のな くな る状態 をDefoeは 非常 に 嫌い 、 この ような
"obstinate"あるい は"inflexible"な人物 を悪 しき人物典型 として描い
きラ
てい ることが 多い 。
Thus blinded by my own Vanity, I threw away the only Opportunity I 
then had, to have effectually settl'd my Fortunes, and secur'd them for 
this  World  ; and I am a Memorial to all that shall read my  story  ; a 
standing Monument of the Madness and Distraction which pride and 
Infatuations from Hell runs us  into  ; how ill our Passions guide  us  ; and 
how dangerously we act, when we follow the Dictates of an ambitious 
Mind. (161)
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拙稿 で説 いた如 く、DefoeのoccultworkにはDevilが人 間 を 誑か
す方法 と して、possession,voice,dream,disguiseなどが あ るとしてい
るが、誘 惑 しよ うとして いる人物 の周 りに適 当なagentがいない時 には、
本 人の心 中 に潜 む邪悪 なpassion,あるい はinclinationを剌激 して、悪 の
の
行為 に走 らせ る、 ともある。 この場合で も、Roxanaは自己主張 にのぼせ
あが って 、 自 らの結婚の幸せ を放 棄 した こ とになる。
Roxanaをmロ ン ドン社交界の花形 にす る仮面舞踏会 での トル コ風 ド
レス とエ キゾテ ィツクなダ ンスは、た またま彼女 の もとに女中 として住 み
込 んでい た長女のSusanと ともに、 後半 部へ の筋 の発展 を示 してはい る
ユの
が 、今 までの論 旨上 む しろSirRobertClaytonとの関係 の方が重要 のよ
うに思 え る。倹約 をすす めた り、事業 上の注意 を与 えた りす るRoxanaの
信頼 しうるfinancialadviserであ るSirRobertは、あ る日、商人 との
結 婚話 を もちか けて くる。SirRobertは財産 をた だ持 ってい るよ り、 こ
の商人 と一緒 にな り、財 産を さらにその活動 で増 してゆ くことを勧 めるの
だがRoxanaは 二 っの理 由か らそれ を断 る。 一つ は結婚す ると女 の 独立
性が失 われ、現在享受 してい る"LibertyofaFreeWoman"(171)がな
くな って しま うことであ る。彼女の論の行 きつ く先 は"...seeingLiberty
seem'dtobeMens'Property,Iwou'dbeaMan-Woman;forasI
wasbornfree,Iwou'ddieso"(171)とい うが如 き、女性で男性 同様
の 自由を持 ち得 る とい うMan-Woman宣言 になるので ある。fictionの形
態 と比較 してDefoeの真意 をよ り直接 的 に 表明 して い ると思 わ れる他
の作物(た とえばTheFamilyInstructor,やTheCompleteEnglish
Tradesman)において は、 家父 長制 的父権 の擁護 を 行 ってい るこ とか ら
考 えて も、前 のエ ピソー ドにおいて もDefoeの意 見は、DutchMerchant
のそれ に近い し、この場合 も、Roxanaの議論 を"akindofAmazonian"
11)
(171)としたSirRobertに近 いよ うに思 える。
... I aim'd at other things, and was possess'd with so vain an Opinion 
of my own Beauty, that nothing less than the King himself was in my 
 Eye  ;  ... (171-172)
43
Roxanaの主題と構成
もう一 つは、上述 の うちに も窺 える自己の美貌 に対す る うぬ ぼれで あ る。
前者がDutchMerchant,後者 がPrinceの段 と関係が あるの はい うまで
もない。二っの悪がRoxanaを がん じが らめ に してい ることにな る。 虚
栄心の ゆえにkin9し か眼中 にな く、 相応 しい 相 手 として、SirRobert
のすす める縁 を断 ったRoxanaな ので ある。
さて この後 しば らくして、Roxanaは4人の男性の関係 をふ りか えって、
次の よ うに反省 してい る。
... but as Necessity first debauch'd me, and Poverty made me a Whore 
at the  Beginnig  ; so excess of Avarice for getting Money, and excess of 
Vanity, continued me in the Crime, not being able to resist the Flatteries 
of Great Persons  ; being call'd the finest Woman in  France  ; being caress'd 
by a  Prince  ; and afterwards I had Pride enough to expect, and Folly 
enough to believe, tho' indeed, without ground, by a Great Monarch. These 
were my Baits, these the Chains by which the Devil held me  bound  ; and 
by which I was indeed, too fast held for any Reasoning that I was then 
Mistress of, to deliver me from. (202)
悪銭 とはい え、今では富裕 にな りおおせ たRoxanaがあ る時"Whyam
IWhorenow?"(202)とい う問いか けが頭 に浮んだ時、 このよ うな男性
遍歴 と罪意識が重 りあった形 の回想が なされ るので ある。Mollが"...as
12)
PovertybroughtmeintotheMire,soAvaricekeptmein,"とい っ
た よ う にRoxanaも 自 己 が 一 歩 一 歩 悪 の 深 み に 入 り込 ん で い っ た こ と を
自 覚 し て い る 。
し
さて今 までの議論を表 にしてみよ う。 ・
場 所
イギ リス
フ フンス
オランダ
イギ リス
(イギ リス)
相 手
Landlord
Prince
DutchMerchant
King
(Susan)
Devil
的 観 念
Poverty
(Necessity)
Vanity
Obstinacy
Avarice
(Madness)
議論の当事者達
Roxana
Roxana
D.M.
SirRichard
(Roxana)
Amy
Prince
Roxana
Roxana
(Amy)
議 論
Lawfulmarriage
Flattery
FreeWoman
Beauty
(Murder)
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Poverty,Vanity,Obstinacy,Avariceがそ れ ぞ れ 、Devilの 司 る 人 間
誘 惑 の 方 法 で あ る こ と を 考 え る とDevil化 し て ゆ くRoxanaの 段 階 が く
っ き り と 浮 き ぼ りに さ れ 、 一 貫 し た 悪 魔 のTemptationと い う主 題 を 構
成 し て い る の が 分 る 。rebellion-punishment-repentance-deliveranceと
　ヨ　
い うpatternをRobinsonCrusoeのう ち に 見 い 出 し た の はJ.P.Hunter
で あ っ た 。 こ の 神 指 向 のpatternと は 逆 の 堕 落 のpatternがPoverty-
14)
Vanity・Obstinacy-Avariceにみ ら れ る よ う に 思 う。
皿
後半部分(203頁以降)で は、 長女SusanがRoxanaを 追求す るのが
その本筋 にな ってお り、RoxanaとDutchMerchantとの偶然 の再会、
結婚が副筋 であ る。主筋 、副筋 とい った ところか らも分 るよ うに、 この後
半部 には、 今 までDefoeの 作 品には見 られなか った時間処理が存在す る。
一人称 の 語 りとchronologicalな記述 を 特徴 としていた ものが・ 二 つの
事 件 を同時 に進行 させっ つ劇的 な効果 を狙 うよ うな複雑 さが見 えは じめ る
のだ。 フ ランスか ら刻 々 と送 られて くる情報がRoxanaの結婚選択 に 大
きな役割 を果す場面 では、書 簡体小説 の形態 を とり得 る筈で あった し・ も
しそ うす ればRichardson的劇的構成 も可能だ ったか も知れない。 さら
に後半部全体 を 考察下 に入 れ ると、Quakerの家 でのDutchMerchant
との再 会、 結婚、 オラ ンダへ渡 るとい う脇筋 は、 一応後半部の 丁度中央
(265頁)で終 ってお り、それか ら時間を逆 のぼってSusanの追跡 とAmy
の行動が最終部で語 られ てい るのに気づ く。語 りの時間 と主人公 の経験の
時間が生硬 なまで に一致 していたDefoe作 品の特色 が ここでは珍 らしく
守 られてい ない。後半部 に八 って この よ うな劇的小説 の時間処理 が見 られ
ることは注 目 してよい。
加 えてcharacterにも大 きな変 化が み られ る。Mollに較べてRoxana
は冷酷で計算高 く、それが この作品の魅力 を減ず る一因 になってい る、 と
はよ く指摘 されて きた ことだ。 確か に前 半のRoxanaの 特性 は狡狷 と も
い える程 の状況判断 と自己の立場への認識力 にあ る。苦境脱 出の最善策 を
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得失 を勘考 しつつ選択 してゆ く彼女 の姿勢 は、 ちよ うどCrusoeが孤島 に
一人置か れた時にbalancesheetを作 って判 断 したよ うな 姿 勢 によ く似
てい る。 相談相手の ないの を 嘆 くのはMo11,Roxanaの口ぐせ の よ うな
もの だが・ ひとたび相手が得 られ ると、議論が はじま り、 これがRoxa皿a
の とる道の有力な選択 要因 にな ってい るのであ る。reasonは動詞 でい え
ば無 論useargumentの意 味であ るか ら、 前節 で指摘 した 議論 の部分 は、
実 はRoxanaのreasonを常 に忘れぬ 性格 を物語 ってい る ともい える。
Defoeの作品 が何か議論小説のよ うな趣 きが存在す るの もこの よ うな主人
公 の特性 のゆ えであろ う。計算高い とい うこ とは、言葉 を変 えれば醒 めて
い る ことにな る・ 自己の感情 を十分統御抑制 しつつ自暴 自棄 にな らず活路
をひ らい てゆ くRoxanaである。 ところが後半部、 ことにSusanの追求
の手が 厳 し くなるにしたが って、 このreasonの機能 は 失 われてゆ く。
"・・k・・h・Bundl・・b・q・15)ick・とい う驪 の声 を聞いたのはM。llで あ
・た."P・i・nhim,P・i・nhim・is>いう靉 の きそいの黻 耳 に したの
はTheFalreilyInstructorの悪妻 であった。あたか も厂娘 を殺せ」 とい う
声 にあやつ られるが ご とく・Roxanaはpassionの虜 にな ってゆ く。 登
場人物 の特性がreasonからpassionへと変化 してゆ くのであ る。
必死 に後 を追い まわすSusanと、彼女 を殺 さね ば とて も安心で きぬ、と
狂 ったよ うに喚 きちらすAmy,ま た 、"_mypassionwassogreat,that
forwantofVent,IthoughtIshou'dhaveburst.,'(284)あるい は"I
ranravingabouttheRoomlikeaMad-Womam;Ihadnobodyto
speakaWordto,togiveVenttomypassion:'(323)とい うよ うに
passionで頭脳が 混乱 してい るRoxana,この三者 の行 きついた世界 は、
madな 世界 で っあた とい ってよい 。passionとい う語 は0 .E.D.によ
れ ば・°'Thefactorconditionofbeingacteduponoraffectedby
externalagency;subjectiontoexternalforce"ともあ り、三 者 が 外
力 、 ここで は悪魔 の誘感 、 にか られてい る ともまた考 えられ る。puritan
の倫理 か らい えば この よ うなpassionが悪 とみな されてい たのは 周知で
あ り・Defoeも悪魔 の人間誘惑 の 技法 の うち このpassionを利用す る も
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のを重視 していた ことを 思 えば、 この小 説のpatternの最後 が 明 らかに
なろ う。
実の娘 まで殺 して 自己の地位 の安定 をはか るRoxanaの悪 は もはや回心
にはふ さわ しか らぬ程の罪深 さを意 味 していただろ う。だ とす るとDefoe
は最初 か らRoxanaをdamnedsoulとして描 写 し、 最終 的には悲惨 な
死 とい う罰 を与 えねばな らぬ はずだ。 ところが物語 の筋 はそのよ うな帰結
を迎 えず 、Roxanaの物 質的繁栄 と精神的地獄 を暗示す るにとどま り・何
か筋 として唐突 な終末 とい う感 じを与 えてい る。G.A.Starrによれ ばこ
れ はautobiographyの一人称的語 りの破産 とい うことにな る。 彼 による
と、この物 語 りには筋 を11arrateする部分 と、回心 の視 点か らみたmoral
をcommentす る部分、 とい う二っの異質 な ものの混在 がみ え、 この二
者 を一人 称 では最 終的に処理 しされ なか ったのが原因 とい うわ けで ある。
回心 の場 面 を描 こうにも描 けなか ったの だ。語 り手が死んで は死 霊 にで も
語 らせ る しか ない。BunyanがLifeand1)eathofMr.Badmanで用
いたよ うに、Wisemanにcommentする役 をふ りあて 、三人称的視点 を
導 八す る方法 を とれば これは 解決で きたで あろうがDefoeに は こうした
technicaldifficultyを克服す ることが で きなか った 、 とい うのが彼の論
　の
旨である。
このStarrの自叙伝的語 りの崩解 とい う解釈は 非常に卓抜した ものを
感 じさせ るが、実は問題は結末部にのみあるのではない。先に指摘 した通
り、この物語は後半部に入 ると登場人物の もつ特性がreasonからpassion
へ と一変 して くる。悪魔誘惑の主題が最後の部分で作家の手におえなくな
うて くるのは、このような劇的概念の導入のためではなかったか。
... But I was not arriv'd to such a Pitch of obstinate Wickedness, as to 
commit Murther, especially such, as to murther my own Child, or so 
much as to harbour a Thought so barbarous, in my  Mind  : But, as I 
said, Amy effected all afterwards, without my Knowledge, for which I 
gave her my hearty Curse, tho' I cou'd do little  more  ; for to have  fall'n 
upon Amy, had been to have murther'd  myself  : But this Tragedy requires 
a longer Story than I have room for here... (203)
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1Defoeのこ とば として不似 合いなT ragedyとい う語 は 何か、 当初 の
のpatternの行 きついた 世界が 作者の 予想外 な ものであ ったよ うな感 じ
を与 えてい る。TheFancilylnstructor,あるい は、ReligiousCourtship
で とったnote的手法 で しか、Defoeは劇的世 界 を描 くことはで きなか っ
たのか もしれない。以後悪魔的主題 を扱 うものはfictionの形態 を とらず、
エピソー・ドの 集積 をeditorが語 るとい う方法 を とることになった の もこ
の理由か らであろ う。Zimmermanが、"Defoetriestou11derstandby
w・iti・g;・nd・・h ・epeat・,h・cl・ifi。、andd。v。1。is>ps・とい うよ う},
Defoeは書 きなが ら試 行錯誤を く りかえ してい ったのであ った。そ して到
達 したRoxanaの 世 界は、 作家の作品 はその到達点 を示 す とと もにその
限界点 を示す 、 とい う陳腐 で的確 な言葉の うちにその まま示 されてい るよ
うに思 える。'
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